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1 12 月 18 日は骨髄移植推進財団設立の日 

3 ドナー適格性判定基準が一部改訂されました 

2 11 月のドナー登録状況 

 

 10 月 11 月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 2,790 2,116 179,366 225,939

患者登録者数 170 153 2,327 15,292

骨髄移植例数 85 65 ― 5,266

 注）数値は速報値のため 

   訂正されることがあります。 
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日本骨髄バンクの現状（2003 年 11 月末現在） 

12 年前の 1991 年 12 月 18 日、当財団は厚生省（当時）より設立許可を受けました。昨

年度までは、この日にちなみ骨髄バンク推進月間を 12 月としていましたが、今年度より推

進月間は 10 月に変更となり、その存在が忘れさられがちです。12 年目の本年、骨髄バン

クを通じた移植は 5000 例を超え、そしてドナー登録者数も間もなく 18 万人に達する見込

みですが、これからも移植を待つ患者さんに一日も早く提供者が得られるように、そして

提供されるドナーさんが安心して骨髄提供ができるよう、サポート体制を今まで以上に充

実させるべく、努力してまいります。 

 今後とも皆様のご支援とご協力を賜りたく、お願い申し上げます。

11 月のドナー登録者数は 2116 人、取消者数は 516 人、実質増加数は 1600 人で前年同

月の登録者数を 19％上回りました。登録会は 128 回実施され（うち献血併行型は 105 回）、

合計 1177 人（登録者の 56％）でした。東京 17 回、愛知 14 回、富山、京都９回、新潟８

回、福島、石川７回など各地で活発に開催されました。各県の大学学園祭会場など定例化

したイベント併催型登録会もあり、福島、愛知、京都、兵庫の各県では行政主体で順調に

登録会が開催されています。新潟では、大型スーパーでの集団登録会が毎回大きな実績を

あげ、30 万人のドナー登録目標にあと一歩に迫っています。また、緊急地域雇用創出基金

を活用し、着実に開催数、ドナー登録者数を延ばしている富山県の実績は目を見張ります。

 本年 11 月より、日赤の問診基準の改訂に伴い、ドナーの適格性基準を一部変更しました。

遺伝疾患、精神疾患などに関して制限が厳しくなり、またヤコブ病やマラリアの流行地域

に渡航した場合、その滞在期間によって提供できなくなる場合があります。ドナー適格性

判定基準は、その時々で新たな疾病や、問題点について改訂されます。ドナー登録時の基

準とは異なり、登録はできても提供ができないこともあります。ドナーの安全確保および

患者さんの安全対策上の取り扱いですので、皆様のご理解をお願い申し上げます。 
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4 骨髄バンクニュース 23 号を発行しました 
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１月 23 日（金）、臨時理事会、臨時評議員会を開催します。今回は主に患者負担金の値下

げを検討課題としています。傍聴をご希望の方は財団事務局までお申込みください。 

          公開・非公開 開催予定 

医療委員会 公開 12 月 20 日（土）19:00～21:00 パシフィコ横浜（造血細胞移植学会会場） 

常任理事会 公開 12 月 27 日（土）15:00～17:00 廣瀬ビル２階会議室 

普及広報委員会 公開 １月 6日（火）18:00～21:00 廣瀬ビル２階会議室 

臨時理事会 公開 １月 23 日（火）15:00～17:00 廣瀬ビル２階会議室 

臨時評議員会 公開 臨時理事会と同時開催 

 

6 映画「半落ち」が来春公開 試写会に 50 組 100 名様をご招待 

 日本骨髄バンクニュース 23 号を 12 月３日に発行しました。今号は「移植 5000 例到達記

念号」です。９月 28 日開催の骨髄バンク推進全国大会の模様を中心に、特別対談や大会レ

ポートのほか、映画「半落ち」チャリティー試写会情報や 10 月の推進月間報告、さらにド

ナーアンケート結果、安全情報等を掲載。記念号にふさわしい充実した内容をお届けしま

す。なお、「移植希望患者へ寄付依頼」の新聞報道もあり、検討の結果、登録患者あてのバ

ンクニュースには振込用紙を同封しないことといたしました。諸事情によりドナー登録者

の皆様には発送が遅れておりますが、12 月 15 日以降にはお手元へ届く予定です。 

 劇場用映画「半落ち」のチャリティー試写会に、骨髄バンクニュースの読者 50 組 100 名

様をご招待しています（詳細は骨髄バンクニュース 23 号をご覧ください）。物語は骨髄バ

ンクを題材にした社会派サスペンスですが、原作者 横山秀夫さんのご家族が骨髄バンクを

介して骨髄提供を受けた体験がベースとなっており、映画でも非血縁者間骨髄移植の“生

きている実感を、見ず知らずの誰かと共有する”という本質がしっかりと描かれています。

一般公開は全国東映系列劇場で１月 10 日からの予定です。 

5 第 26 回日本造血細胞移植学会 

12 月 19 日～20 日、横浜市のパシフィコ横浜において上記学会が開催されます。また、

同会場において、当財団のコーディネーターのブラッシュアップ研修会を開催します。こ

の学会は医療関係者のみならず、コ・メディカル、一般のボランティアに至るまで大勢の

関係者が参加できるオープンな雰囲気で運営されています。学会終了後の 20 日には学会と

当財団の共催となる市民公開シンポジウムが開催されます。（午後４時 30 分～７時 00 分）

詳細は学会 HP（ http://www2.convention.co.jp/jshct26/ ）をご覧下さい。 

7 委員会開催予定 
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